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西森らの実験により, アリの採餌後の帰巣経路選択はフェロモン情報と視覚情報の利用を適宜切
り替えながら行うことが示された [1]。我々は下記の対応に基づき, 二次元正方格子上の Switching

Interacting Particle System [2]としてモデル化し, 計算機シミュレーションを行った。
(帰巣経路の選択実験 [1]) (Switching IPS [2])

フェロモン情報優先 = slow mode

視覚情報優先 = fast mode

個々のアリが slow modeから fast modeへスイッチングする確率を γsf (逆へのスイッチング確率
を 1− γsf )とした。図 1の二種類の経路に対応して二種類のオーダーパラメータ

M =
♯{視覚経路選択アリ }

♯{帰巣アリ }
, M̃ =

♯{フェロモン経路選択アリ }
♯{帰巣アリ }

を導入し, シミュレーションを行い, 図 2の結果を得た。この結果はマクロな経路選択における相転
移現象を示唆する。講演では、オーダーパラメータのシステムサイズ依存性に関しても説明する。

図 1: 二種類の経路の模式図
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図 2: 青線はM , 赤線は M̃ を表す。
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